
  

 

 

子どもは宝 

 暦の上で１１月１５日は、「七五三」です。「七五三」は、７歳、５歳、３歳の子どもの成長をお祝い

する昔からの行事です。 

 昔は、子どもが小さいうちに亡くなってしまうことがよくあったそうです。日照りが続き、米や野菜が

できずに充分な食事がとれないことがありました。また、貧困から医者に診てもらうことができない家庭

もありました。医学も今日のように進んでいませんでした。充分な食事を与えられず栄養不足になった

り、病院に行けなかったり、診てもらっても治せなかったりして大きくなる前に亡くなってしまう子ども

たちがたくさんいたのです。このようなことから子どもが健康で成長していることに感謝し、お祝いする

節目として「七五三」が行われるようになったのです。 

 昔に比べると、医学は進歩し、食糧不足のため充分な食事がとれないこともなくなりました。平均寿命

が８０歳を超え長寿社会となりました。少子化、待機児童問題、児童虐待等、現代社会の子育てに対する

課題はありますが「子どもは宝」というのは今も昔も変わりません。 

子どもたちが明るく元気に生活できることが、一番だと思います。学校と家庭と地域が手を携えて地域

の宝である子どもたちを大切に育てていきたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 天神っ子スマイル集会に向けて 

  １１月１６日（金）に、天神っ子スマイル集会を予定してい 

ます。「笑顔の輪を広げよう」のテーマで地域の方々を笑顔で 

迎え、昔遊びや自然工作、時代劇、クイズ等、学習したことに 

ついての発表など４年生以上でコーナーを運営し、３年生が地 

域の方の案内、２年生が幼稚園、保育園生の案内や相手をする 

ことになっています。                      ＜出店のポスター＞ 

どんな集会になるのか、子どもたちの運営・企画力に期待しています。 
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いじめを防止するために 

 本校では、「天神小学校いじめ防止基本方針」に基づいて命と人権を大切にする集団づくりに

努めています。 

今月は、６月に続き２回目のアンケートを実施します。「いやなことをされたり、言われたり

していないか。」また、「いやなことをされたり、言われたりしているのを見たり、聞いたりして

いないか。」等、全児童にたずね、朝の時間に相談活動を実施します。 

 いじめは、対象となった児童が心身の苦痛を感じているものすべてがあてはまります。いじ

めた側が「軽い気持ち」「冗談のつもり」「いじめたのではない」と思っていても、いじめられた

側が「いじめ」と感じれば、それは「いじめ」なのです。決して許されるものではありません。 

 すべての大人が連携し子どもたちの些細な変化に気づくことが大切です。学校で気づかない

ことを保護者の皆様に教えていただくことで早期対応につながります。「あれ？どうかな？」と

感じられたらどうぞ学校までお知らせください。 

 

天神小学校一徳運動・・・きもちのよいあいさつ 

 


